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（１）提出議案の概要

○ 予算議案 15件

（一般会計、国民健康保険、介護保険 ほか）

○ 条例議案 10件

（郡山市手数料条例の一部を改正する条例 ほか）

〇 その他議案 ４件
（工事請負契約について ほか）

１ 令和３年12月定例会提出議案の概要
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一般会計 17億8,951万6千円

特別会計 3億6,075万8千円

合 計 21億5,027万4千円

（２）補正予算案

4

※補正後の累計額（補正後額）については、第１回臨時会（11月30日開催）提出
の補正予算議案の採決後に追記し、ウェブサイト等へ掲載する予定です。



12月補正予算は、新型コロナウイルス感染症対策及び福島県沖地震からの復旧に要する
経費のほか、新たな行政課題や市民生活の需要への対応に要する経費を計上しています。
また、事務事業の確定及び契約請差等による減額などを計上しています。
さらに、令和４年度当初予算編成方針に基づき、年度当初から速やかな事業着手等を図
るため債務負担行為の設定を行います。
特に、建設業をはじめとする産業の活性化と雇用の安定等を図る観点から積極的な「ゼ

ロ市債」の活用により、公共工事の発注時期の平準化を図ります。

（３）補正予算の考え方

5危機管理予算（新型コロナウイルス・気候変動対策等）

Ⅰ 社会全体の「ＤＸ推進」への先行投資

Ⅱ「誰一人取り残さない」ＳＤＧｓの基本理念実現

Ⅲ「バックキャスト思考」による戦略的な施策推進

Ⅳ「気候変動・地球温暖化」を前提とした流域治水や
地域の安全安心確保、ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝなど環境対策の推進

Ⅴ「連携・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ」の理念に基づく部局間協奏・公
民協奏の推進と持続可能な「こおりやま広域圏」の創生

令和４年度 予算編成方針（５本柱）

12月補正予算の考え方

１ 新型コロナウイルス感染症対策 ２ 福島県沖地震からの復旧

３ 新たな行政課題や需要への対応 ４ 事務事業の確定等による減額

５ 令和４年度当初からの速やかな事業着手に向けた取組み（債務負担行為の設定）



産業基盤

（４）主な補正項目等

〇新型コロナウイルスワクチンの追加接種の実施 【P７】（９億9,391万円）
〇第６波を見据えた夜間時の受入れ体制を強化 【P８】 （1,149万円）

〇（旧）富久山公民館富久山分室の復旧 【P９】 （3,533万円）

〇放課後児童クラブの待機児童解消を推進【P10】 （1,559万円）

〇更生園の再整備に向けた民間活力(PPP/PFI)

可能性調査を実施【P11】 （1,760万円）

〇西部第一工業団地第２期工区造成に伴う樹木伐採

【P12】（４億9,500万円）

〇ため池の貯留機能・洪水調整機能の強化【P13】 （2,379万円）

〇石塚樋門・ポンプゲートの整備 【P14】（22億5,230万円）

〇ため池の放射性物質濃度を再調査 【P15】（２億2,040万円）

〇新型コロナウイルスの影響によるイベント等の中止による減額

【Park-PFI事業を実施する
開成山公園（バラ園周辺）】

【貯留・洪水調整機能強化を図る荒池】

【ワクチン接種の様子】

〇こども医療費の還付請求手続きを不要に 【P16】 （1,103万円）
〇自宅から相乗りできる乗合タクシーの運行の拡大 【P17】 （3,474万円)
〇民間活力導入型開成山Park-PFI事業の推進 【P18】（20億7,295万円）
〇ゼロ市債事業（道路維持補修・水路側溝整備事業等) 【P19】（４億2,870万円）
〇その他、機械警備等施設管理業務 など 6

１ 新型コロナウイルス感染症対策

２ 福島県沖地震からの復旧

３ 新たな行政課題や需要への対応

４ 事務事業の確定等による減額

５ 令和４年度当初からの速やかな事業着手に向けた取組み（債務負担行為）

こども

福 祉

気候変動

環 境



新型コロナウイルスワクチンの
追加接種（３回目）の実施

９億9,391万円

～新型コロナウイルスワクチン接種事業～

2030新型コロナウイルス感染症対策

２回目のワクチン接種が終了した方のうち、概ね８か月を経過した方を対象に、追加接
種（３回目）を実施します。

財源区分：国10/10

（新型コロナウイルスワクチン接種プロジェクトチーム）

予算項目 対象等予算概要 補正額

接種費用
53,000人
（令和３年度中に実施する方）
（＠2,277円）

１億2,068万円

委託料等
コールセンター
ワクチン配送
超低温冷凍庫設置 など

８億7,323万円

拡
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・11月22日から、接種対象者へ接種券を
配送しています。

※18歳未満の方の追加接種は、有効性や
安全性を踏まえ今後判断されます。

※令和４年３月を目途に職域接種（３回
目）を開始する予定です。

接種券の発送など予算の概要

医療従事者

接種開始

高齢者

接種開始

一般（64歳以下）

接種開始

医療従事者

３回目接種開始

高齢者（65歳以上）

３回目接種開始

一般（64歳以下）

３回目接種開始

令和３年３月 ４月 12月１日～ ３月以降予定

これまでの接種経過と今後の接種スケジュール

令和４年１月６月



第６波を見据えた
夜間時の受入れ体制を強化

1,149万円

～新型コロナウイルス対策医療機関支援事業～

2030新型コロナウイルス感染症対策

今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う自宅療養者の増加や急変に対応する
ため、夜間時の受入れなど、救急医療の運営を支援する補助金を新設し、医療体制を強化
します。

財源区分：臨時交付金

（保健・感染症課）

新

補助金
新型コロナウイルス感染症対策
救急医療施設運営費補助金

概要

午後５時から翌日午前９時までの間、
自宅療養患者を受入れるための輪番
体制をとる医療機関に対する補助
（医師、看護師など１日あたり４名
体制の確保に対する支援）
（２病院の支援を予定）

補助額 118,400円/１日（97日間の予算）

体制の確保
概ね市内で自宅療養者が50名以上と
なった場合に救急体制を構築
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補助金の概要 第６波時の救急体制

感染症対策本部(保健所内) 最大約70名体制
｢自宅療養支援｣

訪問診療体制の検討

自宅療養

入院または
宿泊療養施設(ﾎﾃﾙ)入所

重 症
中等症
軽 症

無症状
必要に応じて

陽
性
患
者

・所内職員による宿直輪番
・業務：自宅療養者夜間電話対応等

・市内医療機関等との連絡調整
・自宅療養者の健康観察、療養環境の支援
・同居家族への感染防止の支援

夜間体制



◆地域等との協働・関係各課との協奏
○公聴会・意見交換会の開催
（地域・利用団体）
○庁内ワーキンググループでの検討

（旧）富久山公民館
富久山分室の復旧

3,533万円

財源区分：市債等～令和３年発生災害復旧事業～

拡

2025･2030

（富久山地区）

9（生涯学習課）

福島県沖地震からの復旧

◆主な整備計画
・大ホール
コミュニティスペース、運動施設、避難所
・会議室
コミュニティスペース、体調不良者避難室
・防災倉庫、省エネ設備（ＬＥＤ）、
創エネ設備（太陽光発電設備等）

現在・未来の環境に配慮した
多機能型コミュニティ施設の整備

【実施設計予定】2022年１月～９月
【供用開始予定】2023年10月
※今後、実施設計を基に建設工事の予算計上、
入札、建設工事を行う予定です。

福島県沖地震で被災し解体中の富久山公民館富久山分室を、地域住民の安全安心とサー
ビス向上のため、（仮称）富久山総合学習センター別館としての整備に向け、実施設計を
行います。

【スケジュール（予定）】

◆回復する必要な機能
(1)地域コミュニティの推進
(2)健康寿命の延伸のための運動施設
(3)気候変動に対応した防災施設
(4)公共施設の効率的利用

【(旧)富久山分室の外観】 【大ホール天井が被災した様子】

（繰越明許費）



放課後児童クラブの
待機児童解消を推進

1,559万円

財源区分：補助 国・県1/3

2025･2030

10（こども政策課）

(上記のほか債務負担行為１億301万円)

就労等により保護者が昼間家庭にいない児童を対象に、放課後における適切な遊びや生活
の場を提供し、児童の健全育成を図るため、児童クラブを５校に５クラブ増設します。

※大成、富田東小学校は 2022年４月から６月まで学校又は隣接公民館を仮設児童クラブとして運営します。
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市の放課後児童クラブの推移

実施校数 児童クラブ数 定員

(人) (校、ｸﾗﾌﾞ）

～放課後児童クラブ維持管理費・放課後児童クラブ施設整備費～

拡

新たな行政課題や需要への対応

余裕教室の改修
(柴宮、明健)

民間施設の活用
(行健第二)

プレハブの設置
(大成、富田東)

R4.2 R4.3 R4.4 R4.5 R4.6 R4.7

施設改修など

供用開始

プレハブ建設

仮設の児童クラブ(学校など)

物件借上げ

供用
開始

小学校名 定員 面積

① 柴宮 40人 63㎡

② 明健 40人 85㎡

③ 行健第二 30人 50㎡

④ 大成 40人 100㎡

⑤ 富田東 30人 60㎡

予算内容
※債務負担行為…大成、富田東プレハブリース

プレハブ（隣接公民館敷地内）

整備予定場所

教室の転用（北校舎1F）

教室の転用（南校舎1F）

民間施設（学校から700ｍ南）

プレハブ（学校敷地内）

 施設修繕795万円、消耗品・備品購入649万円等

５校に５クラブ増設 180人分の定員



更生園の再整備に向けた
民間活力（PPP/PFI)可能性調査を実施

1,760万円

財源区分：補助 国定額～更生園改修費～

新

2025･2030新たな行政課題や需要への対応

（希望ヶ丘地区）

11（障がい福祉課）

郡山市更生園について、希望ヶ丘学園旧園舎跡地との一体的活用により、市民ニーズや時
代に対応した施設機能と市民サービス向上を図るため、事業手法の調査等を行います。

令和２年～

利用者
アンケート

関係団体
意見

令和４年１月～ 令和５年度

ＰＰＰ／ＰＦＩ
可能性検討

施設方針
検討

方針及びスキーム決定

スケジュール

施設方針の決定（令和５年度）

事業概要

調査の内容
・施設コンセプト
・整備費、運営費
・事業スキーム
・サウンディング調査

等

市民ニーズの把握や福祉をめぐる
課題等の整理

現在の障害福祉サービス機能に加
え、ニーズや課題等に対応した新
たな福祉複合施設の整備・管理運
営方法を検討

郡山市更生園
・障害福祉サービス事業所（生活介護・日中一
時支援）※重度の障がい者の日中活動の場
・1970年（昭和45年）建築 ※51年経過

対象施設

（繰越明許費）



西部第一工業団地
第２期工区造成に伴う樹木伐採

４億9,500万円

財源区分：市債～西部第一工業団地造成事業～

拡

（繰越明許費）

新たな行政課題や需要への対応
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〇計画箇所：熱海町上伊豆島 外 地内

〇開発規模：総面積 147.5ha

面積(ha) 第１期工区 第２期工区
事業用地 70.6 76.9
分譲用地 38.8 35.5※予定

〇第１期工区整備：平成26～29年度

本市の持続可能な経済成長に向けた戦略的な企業誘致を推進するため、その受け皿となる
西部第一工業団地第２期工区の整備を進めます。

令和３年度 令和４年度以降

西部第一工業団地概要 第２期工区 樹木伐採業務

伐採業務 造成工事

測量及び各種調査業務実施設計等

【基本設計における全体計画図】

第１期工区第２期工区

【伐採イメージ】

令和６年度の完了を目指す第２期工区造成工事に先立ち、対象地の
既存樹木伐採を行います。

（産業創出課）

2030

・対象面積：Ａ=36.25ha

・事 業 費：４億9,500万円

・業務内容：樹木伐採、積込運搬、
処分など(根株を除く)

事業区域

対象範囲



総合的流域治水対策の推進
ため池の貯留機能･洪水調整機能の強化に向けて

2,379万円

財源区分：市債～農業用施設整備事業～

新

2030新たな行政課題や需要への対応

【放流施設ありのため池】【放流施設なしのため池】

STEP２：貯留量増加に伴い事前放流量も増加

STEP１：池底堆積土砂の浚渫による貯留量の増加

堤体

水路

底樋

斜樋

▽満水位

▽低水位

流域治水対策推進のため、市街地に位置する大規模農業用ため池「荒池・酒蓋池・五百淵
・大久保池」をモデルため池とし、貯留機能や洪水調整機能の強化を図り、浸水被害軽減を
目指します。

放流施設

斜樋
斜樋

木栓

浚渫による貯留機能強化
＆

事前放流施設整備による洪水調整機能強化

国道4号

大久保池

酒蓋池
荒池

■調査･検討内容、内訳等

項目・内容 実施箇所 予算

(１)貯留機能強化に向けた浚渫推進事業に
    係る測量実施設計

荒池･酒蓋池･五百淵･大久保池  2,100万円　

(２)洪水調整機能強化に向けた放流施設の
　　種類、効果、機能強化などの設計等

酒蓋池･五百淵･大久保池
※荒池は県事業において実施済

　 279万円　

五百淵

国道49号

（農地課）

【計画概要】
(１)モデルため池４池の浚渫【浚渫面積 12.1ha・増加貯留量 ６万㎥】
(２)放流施設整備【実現可能 事前放流量 ８万㎥】

（繰越明許費）
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下流域

下流域

下流域



石塚樋門・ポンプゲートの整備 22億5,230万円

財源区分：国補助1/2・企業債等～公共下水道雨水対策整備事業＜下水道事業会計＞～

拡

局地的大雨(ゲリラ豪雨)などや台風により浸水被害が発生している郡山中央工業団地内
の大河原地区に石塚樋門の拡大及びポンプゲートを整備し、被害の軽減を図ります。

2030

（継続費）

P

石塚樋門新設
ポンプゲート

↑

谷
田
川

石塚貯留管
(整備中）

平 面 図

新設樋門

旧樋門
(撤去)

ポンプ機場

自家発電機
置場

＜石塚樋門・ポンプゲート概要＞

〇石 塚 樋 門 2.6m(横)×2.7m(高さ)×２門
（旧樋門 1.0m(横)×2.0m(高さ）×２門)

〇ポンプゲート 排水量 180㎥/分×２基＝360㎥/分
【一般家庭のお風呂(200㍑) 約1,800杯/分】

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2021.12補正
継続費設定
(５か年）
・工事発注

・新設樋門工事
・自家発電機置
場工事

・新設樋門工事
・ポンプ機場工事

・ポンプ機場工事
・旧樋門撤去工事

・旧樋門撤去工事
・付帯工事
2025.６供用開始予定

３億4,870万円 ９億1,710万円 ７億8,110万円 ２億540万円

石塚樋門・ポンプゲート整備費 22億5,230万円

2019
基本設計

2020
実施設計

2021
用地買収
建物補償

2022～2025
樋門・ポンプ
ゲート整備

2021.12補正
継続費設定
(５か年）

工事スケジュール（5か年継続費）

経過と今後のスケジュール

（郡山中央工業団地）

新たな行政課題や需要への対応

14（下水道整備課）

P

石塚樋門新設
ポンプゲート

↑

谷
田
川



東日本台風をはじめ近年の豪雨により、未除染域である山地等からの土砂流入が相次ぎ、
基準値を超える放射性物質が県内で検出されている事態を受け、国の再調査・再対策の方針
に基づき、市内ため池の再調査を行います。

ため池の放射性物質濃度を再調査 ２億2,040万円

財源区分：その他（基金）～ため池放射性物質対策事業～

拡

2030

15（農地課）【ため池再調査 イメージ図】

【採泥器（エクマンバージ）】【採泥状況】

※基準値は8,000bq/kg超

新たな行政課題や需要への対応

※629箇所：全649箇所中 国において対策対象外と判断された湖南町に位置するため池20箇所を除く

基礎調査
（濃度調査）

詳細調査
（面的分布） 実施設計 対 策

【Ｒ３～Ｒ４年度】
市内ため池 649箇所中
522箇所(※)再調査

第２期
対 策

基礎調査の結果により Ｒ４年度以降 各ステップへ

【Ｈ25～Ｈ27年度】
市内ため池 649箇所中

629箇所(※)

【Ｈ28～Ｈ30年度】
83箇所

【Ｈ27～Ｒ２年度】
67箇所

【Ｈ28～Ｒ３年度】
67箇所

第１期
対 策

※522箇所：全649箇所中 第１期において東日本台風以降に対策を行ったため池等127箇所を除く

土砂流入山地等

洪水吐

取水口

調査箇所
堤
体

（繰越明許費）



2022年７月診療分から現行

こども医療費の還付請求手続きを不要に 1,103万円

財源区分：単独～こども医療助成事業～

拡

こどもが医療機関を受診した際、窓口で保険診療分の自己負担が必要なケース
があるため、2022年７月診療分から、こども医療費の医療機関窓口での自己負担
を不要（還付請求を不要）とし、子育て世帯の利便性の向上を図ります。

2025･2030令和４年度当初からの速やかな事業着手に向けた取組み

（債務負担行為）

全額支払
(市内の医療機関で、
月額21,000円以上の場合)

全額支払
(市外の医療機関で、
金額にかかわらず)

全国の医療機関で支払が不要
になります

16（こども家庭支援課）

保健福祉情報システム改修
委託料

予算の概要



自宅から相乗りできる乗合タクシー運行の拡大

路線バスの運行がない地域の新たな公共交通手段として導入を進めている乗合タクシー
について、2022年４月からは、新たに片平・中田地区を加えた市内10地区で運行します。

3,474万円

財源区分：単独～デマンド型乗合タクシー運行事業～

拡

（債務負担行為）

2025･2030

17（総合交通政策課）

導入年月 導入地区 目的地

2019年
６月

日和田
・日和田駅
・イオン郡山フェスタ

熱海
（石筵・高玉地区）

・磐梯熱海駅
・太田熱海病院

2020年
10月

田村
・磐城守山駅 ・田村行政センター
・安積永盛駅 ・ヨークベニマル安積町店
・中央工業団地南口（バス停）

西田
(富久山町の
一部を含む)

・郡山駅東口 ・日東前（バス停）
・東部幹線・美術館通り交差点付近

2021年
４月

安積（牛庭・成
田・吉田地区）

・郡山駅西口 ・安積永盛駅
・ヨークベニマル安積町店

三穂田
・大槻営業所
・ヨークベニマルコスモス通り店

逢瀬
（大槻町の
一部を含む）

・大槻営業所 ・多田野小学校（バス停）
・ヨークベニマルコスモス通り店

喜久田
（東原・四十担地区等

一部除く）

・喜久田駅
・イオン郡山フェスタ

2022年
４月
（予定）

片平 協議中

中田 協議中

【自宅から利用できる
乗合タクシー】

大人 500円

高校生以下
障がい者

250円

未就学児
(２名まで)

無料

利用料（１人１回）

令和４年度当初からの速やかな事業着手に向けた取組み



民間活力導入型
開成山公園Park-PFI事業の推進

2025･2030

新

（公園緑地課）

20億7,295万円

財源区分：国庫補助・市債・単独

18

（債務負担行為：公園整備1年間・指定管理19年間）

Park-PFI事業
による整備

民間事業者の資金や
ノウハウを活用

開成山公園のスポーツエリアを除く西側及び隣接する３公園において、 Park-PFI制度
（公募設置管理制度）による施設整備及び指定管理者制度による管理運営を一体的に実施す
ることにより、民間活力の導入による公園の質・利便性・魅力の向上に取り組みます。

【整備イメージ平面図】
開成山公園（⻄側）

スケジュール
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度〜

第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 供用開始
指定管理期間

R6.4月 ～ R25.3月
（19年間）

整備工事
（1年間）

協定締結
設計協議

12月提出議案

①開成山公園Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業負担⾦：６億3,135万円（債務負担・2023年度）

②開成山公園等指定管理料：14億4,160万円（債務負担・2024～2042年度※19年間）
【1か年当たりの比較】

駐⾞場整備

自由広場整備

野外音楽堂の多目的化

ランニングコース

バラ園・花壇整備

全体
（公園灯、園路、トイレ整備等）

開成二丁目公園

12月
議会

事業者募集
R4.4～R4.7

候補者
決定

開拓公園
官民
対話

選定
審議会

令和４年度当初からの速やかな事業着手に向けた取組み

水・緑公園

公園施設整備費≪総額≫ ７億150万円

整
備
費
内
訳

民間事業者負担額（提案により整備費の10％以上） 7,015万円

市負担額（＝債務負担行為設定額） ６億3,135万円

財
源
内
訳

国庫支出金（社会資本整備総合交付⾦） ３億1,567万円

地方債（公共事業債） ２億8,410万円

一般財源 3,158万円

指定管理料積算額 現在の維持管理経費(３か年平均) 増減額

7,588万円 7,607万円 -19万円



２「ゼロ市債」の活用（債務負担行為）
「ゼロ市債」の積極的な活用により、前年度中に公共工事の契約を前倒しし、早期の
工事完了と発注時期の平準化を図ります。

（道路維持課・区画整理課・上下水道局水道施設課） 19

令和３年度 令和４年度
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ゼロ市債の活用
（債務負担行為の設定）

通常の年度当初の
公共工事発注の流れ

年度当初の工事着工を可能に！
（公共工事の早期完了）
（公共工事発注の平準化）

道路維持補修・水路側溝整備
３億2,000万円

令和４年度当初に向けた「ゼロ市債」の活用

大町土地区画整理事業
1,170万円

水道事業(減圧弁更新工事等)
9,700万円

「ゼロ市債」とは…

入札手続き

入札手続き

工事着工

工事着工

●
入
札

■
議
決

令和３年度工事

令和３年度工事

●
入
札

予算議案議決後
新年度入札手続き

ゼロ市債（債務負担行為の設定）により
前年度中の契約・４月からの着工が可能

工事発注が
無い期間

債務負担行為を設定し、新年度（令和４年度）の工事等の入札・契約を前年度（令和３
年度）中に行うことにより、年度当初（４月）の工事着工を可能とし、工事の早期完了と
施工時期の平準化を図り、受注業者等のワーク・ライフ・バランスを推進するもの。



持続可能な簡易水道事業を目指します

～郡山市簡易水道事業の地方公営企業法の適用等に伴う関係条例の整備に関する条例～

【簡易水道事業の将来にわたる持続可能な経営を確保】
●経営の効率化及び透明性の確保を図るため、地方公営企業法を適用
●簡易水道料金等の改定及び上下水道局への事務一元化

郡山市水道事業給水条例

郡山市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例

郡山市上下水道事業経営審議会条例

郡山市簡易水道料金審議会条例

郡山市特別会計条例

郡山市簡易水道条例

郡山市上下水道事業の設置等に関する条例

地方公営企業法適用

料金改定
(10年間の段階的改定)

事務一元化

経営状況の
的確な把握

将来にわたる持続
可能な経営の確保

効率的な事業経営
住民サービス向上

郡山市簡易水道事業の地方公営企業法の
適用等に伴う関係条例の整備に関する条例

年度 現行比

R４～R７ 1.2～1.3

R８～R12 1.4～1.7

R13～ 1.7～2.1

（湖南簡易水道事業、熱海中山簡易水道事業、中田簡易水道事業）

（環境政策課・経営管理課）施行日：令和４年４月１日

３ 条例ピックアップ

20



本市と磐梯町との連携協約に関する協議
～郡山市と磐梯町との連携中枢都市圏形成に係る連携協約に関する協議について～

新

４ まちづくりトピックス

「こおりやま広域連携中枢都市圏」において、新たに磐梯町との連携協約の締結に
向けた協議を進めます。

・「連携協約」に基づき、各市町村は目指す将来像に応じ
た取組みを推進し、それぞれの自立的まちづくりに資する
個別的事業連携を進める。
・お互いの強みを生かした「広め合う、高め合う、助け合
う」関係を構築する。

「郡山市と磐梯町との『連携中枢都市圏形成に係る連携協約』の協議について」
(15市町村と締結している連携協約と同一の内容)

2022年２月７日開催予定の「連携協約締結式」で正式に協約締結

・郡山市と磐梯町が協議（令和３年12月定例会に提出） ※磐梯町 12月定例会議案提出予定

2021年８月11日開催の連携推進協議会において磐梯町長が参加意向を表明
2021年８月19日に「連携推進協議会規約」を改正し、磐梯町が協議会に参加

協約締結後、今年度内の「都市圏ビジョン」改訂手続きを進める。

１．連携協約の基本方針

２．磐梯町加入手続き

【こおりやま広域圏構成市町村】
郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、
大玉村、鏡石町、天栄村、猪苗代町、石川町、
玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町

磐梯町

21（政策開発課）



（１）会計別補正予算・性質別補正予算

22

５ 補正予算案の詳細

補正額

1,789,516

360,758

7,002

0

2,150,274合計

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

う
ち 介   護   保   険

国 民 健 康 保 険

会　計　名 補正額

△ 3,809

人件費 14,304

扶助費 0

公債費 △ 18,113

349,349

補助事業 220,400

単独事業 31,500

災害復旧事業 97,449

1,443,976

維持補修費 9,930

予　備　費 △ 8,409

1,789,516

区　　　分

合　　　計

義務的経費

投資的経費

その他の経費

う
ち

（単位：千円）

〇会計別補正予算 〇性質別補正予算

※補正後の累計額（補正後額）については、
第１回臨時会（11月30日開催）提出の補正
予算議案の採決後に追記し、ウェブサイト
等へ掲載する予定です。



６ 提出議案一覧

① 予算議案 15件

② 条例議案 10件

議案番号 件 名 施行期日等

第210号 福島復興再生特別措置法に基づく特定事業活動における固定資産税の課税免除
に関する条例（資産税課）

公布の日

福島復興再生特別措置法に基づき、県が作成した特定事業活動振興計画に定
める特定事業活動を実施する事業者等に対し、当該活動に係る固定資産税の課
税を免除する。

第211号 郡山市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例を廃止す
る条例（資産税課）

公布の日

東日本大震災復興特別区域法の一部改正に伴い、復興産業集積区域の対象地
域から外れたことから条例を廃止する。

第212号 郡山市手数料条例の一部を改正する条例（開発建築指導課） 令和４年２月20日
公布の日

長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正に伴い、長期優良住宅建
築等計画の認定等に関する手数料を改定するとともに、容積率の特例許可に係
る手数料を想定し、併せて規定を整備する。

議案番号 件 名

第195号～
第209号

令和３年度郡山市一般会計補正予算（第10号）ほか14会計補正予算

一般会計、国民健康保険、介護保険、県中都市計画徳定土地区画整理事業 など

23



議案番号 件 名 施行期日等

第213号 郡山市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（こども家庭支
援課）

令和４年７月１日
公布の日

こども医療費の助成の方法の見直しに伴い、所要の改正を行うとともに、規
定を整備する。

第214号 郡山市国民健康保険条例の一部を改正する条例（国民健康保険課） 令和４年４月１日

健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産育児一時金の額を改定する。

第215号 郡山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例（国民健康保険課） 公布の日
令和４年４月１日

地方税法等の一部改正に伴う国民健康保険税の減額について所要の改正を行
うとともに、規定を整備する。

第216号 郡山市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例（道路建設課）

令和４年４月１日

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正に伴い、
所要の改正を行う。

第217号 郡山市都市公園条例の一部を改正する条例（公園緑地課） 公布の日

開成山公園等に公募設置管理制度を導入することに伴い、所要の改正を行う。

第218号 郡山市簡易水道事業の地方公営企業法の適用等に伴う関係条例の整備に関する
条例（環境政策課）

令和４年４月１日

郡山市簡易水道事業に地方公営企業法を適用すること等に伴い、関係条例の
改正等を行うとともに、規定を整備する。

第219号 郡山市スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例（総合教育支援センター）

公布の日

学校教育法施行規則の一部改正に伴い、所要の改正を行う。
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議案番号 件 名
第220号 工事請負契約について（契約課）

麓山地区立体駐車場整備工事の請負契約を締結する。
第221号 訴えの提起について（総務法務課）

訴えを提起する。
第222号 郡山市と磐梯町との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結に関する協議について（政策開発課）

連携中枢都市圏形成に係る連携協約を磐梯町と締結することについて協議するため、議決を求める。

③ その他の議案 ４件

議案番号 件 名 施行期日等
第223号 専決第24号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和３年10月12日

令和３年５月24日発生 長者三丁目地内 側溝跳ね上げによる車両損傷事故

専決第29号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（河川課） 令和３年10月22日

令和３年８月11日発生 富田町字若木下地内 強風による倒木により、家屋等を
破損

報告番号 件 名 施行期日等
報告第23号 専決第25号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和３年10月12日

令和３年７月20日発生 安積町長久保一丁目地内 段差による自転車転倒事
故による負傷及び自転車損傷事故
専決第26号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和３年10月12日
令和３年８月18日発生 田村町上行合地内 市道のくぼみによる車両損傷事
故

④ 専決処分報告案 １件
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報告番号 件 名 施行期日等

専決第27号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和３年10月12日
令和３年８月25日発生 安積町笹川地内 ヨウシュヤマゴボウの枝との接触
による車両損傷事故
専決第28号 和解及び損害賠償の額を定めることについて（道路維持課） 令和３年10月12日

令和３年９月６日発生 西田町木村地内 市道のくぼみによる車両損傷事故
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〇ワクチン接種体制確保 〇ＰＣＲ検査の公費負担

〇協力医療機関への支援 〇発熱外来診療所の設置

Ⅰ 感染症拡大防止策と医療提供体制の整備
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〇学校給食費への財政支援による保護者負担の軽減

〇中小企業等応援プロジェクト 等

〇こおりやまの食とスポーツの振興

〇観光業のＶ字回復に向けた支援

〇国の支援対象外となる中小企業等への給付金の創設

〇光ファイバ網未整備地域の解消
〇新規就農促進に向けた受入体制等の強化
〇新しい生活様式実現に向けたＤＸの推進

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復

Ⅳ 強靭な経済構造の構築

〇新型コロナウイルス感染症対策に係る予備費の増額

Ⅴ 今後への備え

予算措置 予算額

５月補正 20億5,668万円

６月補正 22億8,576万円

８月補正 21億7,022万円

９月補正 12億4,018万円

12月補正 ４億8,244万円

１月補正 １億 444万円

合 計 83億3,972万円

※表内の令和２年度の補正額は特別定額給付金（約328億円）を除いた各補正予算計上時のものです。

令
和
２
年
度
予
算

予算措置 予算額

当初予算 36億9,664万円

６月補正 17億8,199万円

７月補正 ２億1,000万円

９月補正 10億4,774万円

12月補正 11億4,805万円

累 計 78億8,442万円

令
和
３
年
度
予
算

令和２年度からこれまでの予算措置額累計 162億2,414万円

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策に係るこれまでの取組み（令和２年度～３年度）

７ 新型コロナウイルス感染症対策（危機管理予算）


